
第４回尾張旭市上下水道事業経営審議会要旨 

 

１　開催日時 

　令和７年１０月２０日（月） 

開会　午後３時００分 

閉会　午後４時０７分 

２　開催場所　　　　　　　　 

　　尾張旭市役所南庁舎３階　講堂 

３　出席者（委員） 

　　伊藤雅一、秋田一誠、稲山映子、伊里智裕、山本英明　５名 

４　欠席者（委員） 

　　利行淳　１名 

５　傍聴者数 

　　２名 

６　出席した事務局職員 

　　上下水道部長　出口哲朗、経営政策課長　酒井直年、 

経営政策課長補佐　久保佳子、経営政策課係長　天野佳子、 

経営政策課副主幹　山本幸恵、経営政策課主査　青山卓矢、 

上水道課長　渥美宏之、上水道課係長　北原邦泰、 

下水道課長　望月滋之、下水道課係長　臼井政志、 

浄化センター施設長　遠藤裕倫、浄化センター施設長補佐　白木雄介 

７　議題等 

⑴ 　令和６年能登半島地震における水道事業の災害応援について 

⑵ 　下水道資源の有効活用について 

⑶ 　答申案の修正について 

⑷ 　答申 

８　会議の要旨 

 事務局 

（経営政策課長）

定刻となりましたので、只今から「第４回尾張旭市上下水道事業経

営審議会」を始めさせていただきます。 

最初に上下水道部長から挨拶申し上げます。

 事務局 

（上下水道部長）

（挨拶）

 事務局 

（経営政策課長）

会議に先立ち、連絡事項が２点ございますので説明させていただき

ます。 

まず１点目は、「会議の公開について」でございます。 

（説明） 

次に、２点目として、本日の資料の確認をさせていただきます。 

（説明） 

それでは、ここからの会議の進行は、会長にお願いします。



 会長 （挨拶） 

それでは、次第の２「⑴令和６年能登半島地震における水道事業の

災害応援について」につきまして、事務局から説明願います。

 事務局 

（上水道課係長）

（説明） 

 会長 ありがとうございました。只今説明いただきました内容につきまし

て、御意見や御質問がありましたら、お願いいたします。

 委員 ・能登半島地震での災害応援経験を経て、水道施設の耐震化の必要性

を改めて実感したということや、基幹管路の耐震適合率は全国平均が

４２．３％、愛知県が６０．６％であるのに対し、尾張旭市は６３．

３％であるという状況をお話いただきましたが、それを踏まえて特に

災害応援の経験を活かしたいと思われたことは何ですか。 

→被災した場合、住民は避難所等の施設に集まりますが、そういった

場所までなかなか水が届かず、下水も流せないということが能登半島

地震では課題となり教訓となっているので、本市においても避難所と

なる施設については優先的に耐震化していければと考えています。 

・災害応援で行った住民への給水活動の際、水を入れたポリタンクや

給水袋を運ぶことがとても大変であったとの説明がありましたが、台

車等はなかったのですか。 

→台車もありますが、非常に多くの住民が給水に来られるため、数も

足りませんし、何よりも、応援職員の早く届けたいという気持ちが、

そのような行動をさせたのだと思いました。

 会長 続きまして、「⑵下水道資源の有効活用について」につきまして、事

務局から説明願います。

 事務局 

（下水道課係長）

（説明） 

 会長 ありがとうございました。只今説明いただきました内容につきまし

て、御質問がありましたら、お願いいたします。

 委員 ・浄化センターの施設見学はどこまでできるのですか。何人以上であ

れば見学は可能ですか。 
→浄化センターに見学の予約をしていただければ、安全な場所は全て

見学していただくことができます。また、人数の規定はありませんの

で、何人からでも見学していただくことは可能です。 
・汚泥を有効活用するための業者はどのように探すのですか。 
→最初は愛知県が取りまとめて紹介をしてもらいましたが、それ以降

は浄化センターの職員が調べて探しています。 
・尾張旭市が汚泥の有効活用をしているという実績はありますか。 
→ありません。 
・産業廃棄物として処分する汚泥を引き取ってもらっているため、利



 益が発生するというわけではないですか。 
→利益はありません。産業廃棄物を費用を払って処分していただいて

いるという状況です。 
・産業廃棄分として処分するよりは有効活用するために引き取っても

らう方が安いからですか。 
→現在は埋め立て処分をしていないため、比較は難しいですが、肥料

化をして有効活用を行った方が若干安いと思います。 
・年間約５，５００ｔの汚泥を処分するのにどのくらいの費用がかか

っているのですか。 
→令和７年度の予算額で約１．４億円です。 
・下水道というものが、生活排水による公共用水域（海や川）の水質

汚濁防止が主な目的で、その辺については下水道の普及により随分改

善されてきましたが、現在の下水道事業の課題としては、下水汚泥の

有効利用やきれいになった水の中水利用といったところに重点が移

ってきているという理解でよろしいですか。 
→本市につきましては、下水道普及率も約９０％となっており、水質

の汚濁防止から下水汚泥の有効活用へ少しずつ転換している状況で

はありますが、全国的に見ると整備が終わっていない地域もございま

すので、地域によっては今後も下水道整備を行い、水質の改善を図る

というところが多いと感じています。また、漁業組合等からの要望が

あるところに関しては、「きれいな海から豊かな海へ」といった転換を

されているところもあるようです。

 会長 続きまして、次第３「⑴答申案の修正について」につきまして、事務

局から説明願います。

 事務局 

（経営政策課長補佐）

（説明）

 会長 ありがとうございました。前回の審議会で皆様からご意見を頂戴い

たしまして、私と事務局で只今説明していただいた形にまとめさせて

いただきましたが、この内容につきまして御質問がありましたら、お

願いいたします

 委員 ・使用料の改定については、適宜改定をしていくべきだと思っていま

すが、市街化調整区域の整備については、整備を行うと経費回収率が

下がり費用対効果が見込めないためこれ以上整備を行うのは望まし

くないとするのではなく、答申案４付帯意見（４）の「市街化調整区

域の下水道整備については」の後に「尾張旭市の下水道処理人口普及

率がすでに約９０％に達し、事業目的をほぼ達成していること、ま

た、」を入れて、事業目的を達成し、尚且つこれ以上整備をすると経営

に影響するという書き方にした方が納得できます。 

→市街化を抑制していく市街化調整区域に対し、下水道を整備してい



 くということが望ましいかという観点で、尾張旭市立地適正化計画の

市街化区域へ居住を誘導していくという方針に沿い、汚水処理の最適

化を考慮した結果、下水道整備は行わないということです。 

・事業目的を達成しているかという点について、尾張旭市ではこれま

で市街化調整区域でも下水道を整備するという方針を持っていたの

で、そういった観点からするとまだ事業目的を達成していないが、尾

張旭市は今後、人口減少局面を迎えることや尾張旭市立地適正化計画

では市街化区域への人口誘導を方針としていること、また、下水道の

経費回収率を考えると市街化調整区域を整備をしていった場合、使用

料をさらに上げなければならなくなるため、市街化調整区域は整備し

ない方が市の方針にも沿うし、使用料への跳ね返りも少なくなるとい

う理解でよろしいですか。 

→その通りです。 

・市街化調整区域も当初は下水道の整備計画区域に入っていたのに、

費用がかかるから整備しないとなった場合にそこに住んでいる方に

納得いただくのは大変だと思うので、目的を達成したことを理由に入

れた方が説明がしやすいと思いますが、十分に市民への説明ができる

ということあれば目的の達成についての文言を必ず入れないといけ

ないという訳ではありません。 

・今回の料金改定は、市民生活に大きな影響を与えるものであるので、

今回の答申を踏まえて市街化調整区域の方だけでなく、市街化区域の

方への説明もどのように説明していくかが大きな課題となると思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

→承知しました。

 会長 それではこちらの内容で市長に答申を行いたいと思います。 

ここからは、進行を事務局にお戻しします。

 事務局 

（経営政策課長）

ありがとうございました。それでは引き続き次第４「答申」に移ら

せていただきます。 

（市長入室） 

それでは、答申に先立ちまして、伊藤会長より答申書の概要につい

て説明をお願いします。

 会長 （説明）

 事務局 

（経営政策課長）

ただいま伊藤会長から概要説明をいただきましたので、答申書を会

長から市長へお渡しいただきます。 

（会長から市長へ答申書が渡される） 

それでは答申をいただきましたので、市長より挨拶をさせていただ

きます。

 市長 （挨拶）

 事務局 続きまして、次第５「その他」につきまして、上下水道部長より挨拶



 （経営政策課長） をさせていただきます。

 部長 （挨拶）

 事務局 

（経営政策課長）

ありがとうございました。 

それでは、これをもちまして、第４回尾張旭市上下水道事業経営審

議会を閉会といたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。


